
会長の時間 19－新型コロナウイルス追加対応 

 

新型コロナですが、東京都で 18 日過去最多の 493人の感染者が確認 

され、東京以外では、神奈川、埼玉、静岡、長野でも過去最多の感染発表も相次ぎ、ここ

大阪も過去２番目に多い 273 人だった事、ご案内の通りです。病床の逼迫も明らかに潮目

が変わったと言われ、第 1 波や第 2 波と違って若年者主体ではなく、中高年の割合が増え

ている事もお聞き及びか思います。こんな中、当クラブでも医療関係会員の皆様には大変

厳しい環境下で職業奉仕を、まさに奉仕を実践して下さっています事、会員の皆様と共に

衷心より感謝申し上げます、本当に有難うございます。 

さてクラブの対策として、 

【従来対策】 

- 来会者の検温を実施 

- 入場時のアルコール消毒 

- 飲食時以外のマスク着用の徹底 

- 円卓あたりの定員を 5 名に減らしてソーシャルディスタンスを確保 

- 例会場のドアや窓を開放して換気を徹底 

-演台に透明樹脂パーテーションを設置 

【理事役員会合意事項】 

-出席義務取り扱いについて堺 RC 細則第 10 条により、本人の感染防止を理由にする申し

出で当該義務を免除 

 

以上に加え今般、昨今の第 3 波状況に鑑み理事会の合意のもと新たに以下を実施致します。 

【追加対策】 

・毎例会時マスク収納袋を配布の上、各自収納励行 

・例会場配置に付き、間隔をあけた上、スクール形式のレイアウト 

・国歌及びロータリーソング等は、楽曲を流すのみで合唱せず 

・食事は通常通り提供（食事中の食事そのものは、飛沫感染の可能性が低いので） 

 

これで暫し感染状況の推移を注視し、それでも状況が許さないと判断した場合は、国や府

の「緊急事態宣言」発令の有無に関わらず、例会休止の判断を理事・役員で合意した上で

速やかに会員の皆様に通知致します。これは、堺 RC 定款第 7 条 第１節(d)に例会を取りや

める事ができるケースを 4 つ具体列挙しており、その中の 3 には「全地域社会にわたる流

行病もしくは災害が発生した場合」とあり、本規定に基づく対応です。 

仮に休会となりますとそれに伴う幾つかの問題もあり、既に前年高橋会長年度後半に議論

されましたが、今年度再度議論を行い、今年の状況に相応しい対応を理事役員の皆様のお

知恵を借りつつ成して参ります。都度ご報告を致します。 

暗い話ばかりでお耳を汚しました。しかしながら、おととい米国立アレルギー感染症研

究所のアンソニー・ファウチ博士、米国のコロナ対応トップで以前より最も厳しい見解を

表明し続けて来られたそのファウチ博士が、この 16 日に「遅くとも来年の年末までには以
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前のような日常を取り戻せるだろう」と発言しています。 

モデルナのワクチンで 94.5％、ファイザーのもので 95％の有効性があるとか、画期的な

RNA による製造とか聞きますと、問題は残っているとしてもファウチ博士の言葉に説得力

を感じます。今が最も暗いのかも知れませんが、明けない夜は無い、よく言われますがこ

れだけは真実だと思います。 

今年は日本に RC が誕生して 100 年、その間に戦争で焼け野原になるは、人類唯一の被

爆をするは、石油は無くなるは、米は無くなるは、サリンを撒かれるは、巨大な地震が

度々我々を破壊するは、それでもロータリーは残り、都度押し寄せる苦難災禍に立ち上が

り、友に、地域に、広く世間の人々に奉仕の輪を広げて参りました。 

今年度中に明けの明星を見て、次の佐野年度には、晴れて清々しく楽しいロータリー生活

がきっと返ってくると信じ、今少しご辛抱願います。 

その間、引き続き不出来ではありますが懸命にクラブを、そしてここでの皆さんを守る微

力を尽くして参ります、 

得意淡然 失意泰然「得意のときに驕り高ぶることなく、失意の時にはゆったりと構える」

をしばしばわたくしは、得意丹前、失意大膳に置き換えます。得意の時は丹前でも羽織っ

てゆっくり間を取り、落ち込んでいる時には大飯を食らう。 

皆さんしっかり食べて乗り越えましょう！ 

本日は、新型コロナへの追加対策ご報告でした。 

本日はこれにて、おやかましゅうございました。 

 

2020 年 11 月 19 日第十九例会 会長の時間にて 東 野 裕 暢 

 

 


